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福祉職員生涯研修受講の手引き

　この手引きは、福祉職員生涯研修（H24年度県社協研修計画No.1～9）の研修効果を高めるために作成したものです。研修申込にあたり、事前に御覧いただき、計画的に受講していただくようお願いいたします。
***「福祉職員生涯研修」（以下、生涯研修）とは　*****************************************************
1． 福祉の仕事に従事するあらゆる職種の方を対象とした研修です。

2． 福祉職員に「共通に求められる資質能力」の向上に着目し、組織内における自己の役割についての理解を促進します。特に、組織内における自己の立場に応じた役割や機能を理解し、具体的に実践していく能力の開発を目指します。

3． 全課程が共通の科目を持ち、ステップアップ方式で学びます。

　　　　　図１　福祉職員生涯研修課程で扱う範囲

	福祉職員に固有に求められる資質能力

〔専門性〕
	組織人として共通に求められる資質能力

〔組織性〕
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業種・職種固有の専門性

　業種や職種固有の専門的知識や技術等
	組織性

社会人、組織人として、組織活動を円滑かつ効果的に進めるために必要な知識や技術等

（3） 組織活動

（4） 職場の問題解決

（５）職場の課題形成

（６）職員間のコミュニケーション

（７）チームワークとリーダーシップ

（８）能力開発（自己啓発と職員育成）　等
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福祉職員共通の専門性

福祉の職場に従事する者として、最低限理解しておくべき事項

（１）福祉サービスの基本理念・動向

（２）福祉サービス実践の基本原則　等
	


**************************************************************************************************
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また、生涯研修は、静岡県社会福祉人材センターの研修体系において組織力を高める分野の中で、基盤として位置付けている研修です。（詳細は研修体系を御覧ください）
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より効果的な受講のために必読！！

1 各課程ともⅠ、Ⅱ、Ⅲの順番で受講してください。（Ⅰを受講せずⅡからは受講できません）
[image: image7.wmf]Ⅱ・Ⅲ課程も継続して受講することで、最も高い研修効果を得られます。

2 各課程ともⅠを受講後、１年程度経過してから次のステップ（Ⅱ、Ⅲ）を受講するのが効果的です。
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現場で１年程度実践し、次の課題や疑問を持って受講した方が、研修がより充実したものとなります。　
研修効果が一番期待できる受講の目安ですので、各施設、事業所の研修計画に合わせてお申込ください。

3 各課程のⅠは、受講対象者に該当すれば受講ができます。（例、中堅を受講せずに指導Ⅰから受講するなど）
④ 転職して福祉職に就いた場合、前職で2年以上の勤務経験があれば、中堅Ⅰから受講する事もできます。
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　　　　　　　　　　研修受講前の動機付けと受講後の評価により、施設での研修効果を確認します。
1  受講目的の明確化・・・受講にあたり、受講者と派遣者は受講目的を明確にし、相互に確認してください。
（受講承認書に同封された「研修充実シート」に学びたい事・受講者に期待する事を記入し、研修当日に御持参ください。）

2  振返り・・・受講者はシートに受講後の気付きや課題を記入し、復命や今後の取り組み等に
③　受講後の評価・・・派遣者は提出されたシートや受講者の変化等、研修効果を確認してください。
研修効果や気付いた事があれば、当センターへＦＡＸにてお知らせください。
★生涯研修は、下記のとおりカリキュラムが体系的に構成されています。
それぞれの研修内容と、受講対象をよく確認のうえ、受講申込をお願いします。なお、職員がステップアップできるよう、お勧めする受講計画を御案内しますので、参考になさってください。

	階層
	受講対象者
	お勧めの受講計画
	研修で学ぶ主な内容

	[image: image11.wmf]新任Ⅰ
	職務経験2年未満の者

（中途採用者も申込可）
	採用初年度

	・福祉サービスの理念と動向Ⅰ

・福祉サービスの実践Ⅰ

・組織活動の基本

・職場生活の基本動作

	新任Ⅱ
	新任Ⅰを受講した者
	Ⅰ受講後の翌年
	・創意工夫

・コミュニケーションの基本

・チームワークの基本

・自己啓発の基本

	中堅Ⅰ
	職務経験2年以上で主任・係長等の役職にないもの

（社会経験のある

中途採用者も申込可）
	業務経験2年～3年
	・福祉サービスの理念と動向Ⅱ

・福祉サービスの実践Ⅱ

・組織活動の自律的遂行

	中堅Ⅱ
	中堅Ⅰを受講した者
	業務経験4年～5年
	・自律的問題解決

・創意工夫と企画提案

	中堅Ⅲ
	中堅Ⅱを受講した者
	業務経験6年～８年
	・コミュニケーションの展開

・チームワークの促進

・職員指導、育成の基本

・自己啓発、相互啓発の促進

	指導Ⅰ
	主任、係長、事務長等の役職にある福祉職員（施設長、副施設長、事務局長等は除く）
	役職就任初年度
	・福祉サービスの理念と動向Ⅲ

・福祉サービスの実践Ⅲ

・部門組織活動の管理

	指導Ⅱ
	指導Ⅰを受講した者
	Ⅰを受講した翌年以降
	・部門の問題解決、課題形成、改善革新の促進
・リーダーシップの基本

・職員指導、育成の展開

・専門性、指導性の自己開発。

	施設長等
運営管理職員Ⅰ
	施設長、副施設長、事務局長等の運営管理職員
	施設長就任初年度
	・福祉サービスの理念と動向Ⅳ

・福祉サービスの実践Ⅳ

・全所的組織活動の管理

	施設長等
運営管理職員Ⅱ
	施設長Ⅰを受講した者
	Ⅰを受講した翌年以降
	・運営管理問題の解決、課題形成

・運営管理課題の形成

・リーダーシップの展開

・職場研修管理の推進

・管理者としての自己革新


「福祉職員生涯研修課程・標準研修プログラム運営の手引」を基に作成

色塗りした所を学びます。
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